
省

令

告

示

平成™›年Ÿ月˜—日 金曜日 第œŸ�˜号官 報
〇
財
務
省
令
第
五
十
一
号

玉
軸
受
及
び
円
す
い
こ
ろ
軸
受
に
対
し
て
課
す
る
報
復

関
税
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二

十
四
年
政
令
第
二
百
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
玉
軸
受
及

び
円
す
い
こ
ろ
軸
受
に
対
し
て
課
す
る
報
復
関
税
に
関
す

る
政
令
に
規
定
す
る
原
産
地
の
意
義
に
関
す
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
日

財
務
大
臣

安
住

淳

玉
軸
受
及
び
円
す
い
こ
ろ
軸
受
に
対
し
て
課
す
る

報
復
関
税
に
関
す
る
政
令
に
規
定
す
る
原
産
地
の

意
義
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

玉
軸
受
及
び
円
す
い
こ
ろ
軸
受
に
対
し
て
課
す
る
報
復

関
税
に
関
す
る
政
令
に
規
定
す
る
原
産
地
の
意
義
に
関
す

る
省
令
（
平
成
十
七
年
財
務
省
令
第
六
十
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

円
す
い
こ
ろ
軸
受
に
対
し
て
課
す
る
報
復
関
税
に

関
す
る
政
令
に
規
定
す
る
原
産
地
の
意
義
に
関
す

る
省
令

第
一
条
中
「
玉
軸
受
及
び
円
す
い
こ
ろ
軸
受
に
対
し
て

課
す
る
報
復
関
税
に
関
す
る
政
令
」
を
「
円
す
い
こ
ろ
軸

受
に
対
し
て
課
す
る
報
復
関
税
に
関
す
る
政
令
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
三
号

厚
生
年
金
保
険
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）

第
二
十
七
条
及
び
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

（
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年

厚
生
省
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
及
び
法
第
八
条
の
二
第
一
項

の
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
被
保
険
者
」
を
削
り
、

同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を

「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同

条
第
五
項
中
「
又
は
第
三
項
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条

第
四
項
と
す
る
。

第
十
五
条
の
二
中
「
第
十
九
条
の
五
第
五
項
」を「
第

十
九
条
の
五
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
、
法
第
八
条
の
二
第
一
項
の

適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
被
保
険
者
」
を
削
り
、
同

条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」を「
前

項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
中
第

四
項
を
第
三
項
と
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中「（
法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
適

用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
被
保
険
者
を
除
く
。）」
を
削

り
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
中
第
三
項
を
第
二
項

と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
又
は
第
二
項
」
を
削
り
、
同

項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
中
第
五
項
を
第
四
項
と

す
る
。

第
十
九
条
の
五
第
一
項
中
「
及
び
法
第
八
条
の
二
第

一
項
の
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
被
保
険
者
」
を
削

り
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
段
又

は
前
項
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条

中
第
四
項
を
第
三
項
と
し
、第
五
項
を
第
四
項
と
す
る
。

〇
防
衛
省
令
第
十
三
号

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第

三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
日

防
衛
大
臣

森
本

敏

自
衛
隊
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

自
衛
隊
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
四

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
中
「
学
生
（
」
の
下
に
「
第
二
十
二
条
第
三

項
を
除
き
、」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

防
衛
大
学
校
の
学
生
の
採
用
試
験
に
お
い
て
、
防
衛

大
臣
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
第
一
項
に
規
定
す

る
試
験
の
方
法
の
ほ
か
、
適
応
能
力
試
験
、
討
議
試
験

及
び
体
力
試
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
二
十
六
号

栃
木
県
栃
木
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
日

法
務
大
臣

滝

実

栃
木
県
下
都
賀
郡
瑞
穂
村
大
字
下
高
島
七
百
六
十
八
番

地

若
菜

明
à

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
二
十
七
号

長
野
県
松
本
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
た

め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に
掲
げ
る

者
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
十
日
ま
で
に
、
同
市
長
に
対

し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
松
本
市
役
所
又
は
長
野
地
方
法
務
局
松
本
支
局
に

照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
日

法
務
大
臣

滝

実

長
野
県
東
筑
摩
郡
新
村
四
百
八
十
六
番
地

関

よ
ね

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
九
百
九
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
日

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

及
び
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

次
に
掲
げ
る

告
示
（
重
要
流
域
（
平
成
十
二
年
二
月
二
十
四
日
農
林

水
産
省
告
示
第
二
百
八
十
三
号
で
指
定
さ
れ
た
重
要
流

域
を
い
う
。）に
係
る
も
の
に
限
る
。）で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

平
成
十
年
十
一
月
十
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
七
百

十
五
号

第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
及
び
法
第
八
条
の
二

第
一
項
の
適
用
事
業
所
の
事
業
主
」
を
削
り
、
同
条
第

四
項
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
又
は
第
四
項
」
を
削

り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
及
び
法
第
八
条
の
二
第
一

項
の
適
用
事
業
所
に
使
用
さ
れ
る
被
保
険
者
」を
削
り
、

同
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項
中「
又
は
第
五
項
」

を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
す
る
。

（
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
平
成
七
年
厚
生
省
令
第
五
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
を
削
り
、
附
則
第
一
項
の
見
出
し
及
び

項
番
号
を
削
る
。

（
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
平
成
九
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
を
削
り
、
附
則
第
一
項
の
見
出
し
及
び

項
番
号
を
削
る
。

（
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
第
四
項
、
第
十

九
条
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
十
八
条
第
三
項
、

第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
四
項
」
に
、「
第
十
九
条
の
五

第
五
項
」
を
「
第
十
九
条
の
五
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
十
三
日
か
ら
施
行

す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
二
十
八
号

群
馬
県
沼
田
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
た

め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に
掲
げ
る

者
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
十
日
ま
で
に
、
同
市
長
に
対

し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
沼
田
市
役
所
又
は
前
橋
地
方
法
務
局
沼
田
支
局
に

照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
日

法
務
大
臣

滝

実

群
馬
県
利
根
郡
東
村
大
字
大
原
千
二
百
五
十
四
番
地

星
野

く

˜—
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